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機械室のコンプレッサーとバキューム等の電源をON

ユニット周辺の床が水漏れ等で濡れて無いことを確認

ガタツキ、緩み、異常音と、可動部の可動範囲を確認

無影灯の前面フードのツメ、固定ネジを確認

給水元コックと空気元コックをOPEN・ ドレンでエアー抜き

ユニットの電源スイッチをON

安全装置の確認

オロカップに２ℓの水を入れてを吸引

排水孔カバー、ゴミ受けをスピットンに戻す

フラッシングを行って水回路に滞留している残留水を排出

シリンジホースからエアー漏れや水漏れ、異常音が無いか確認

タービンホース先端のオプチカキャップの緩みが無いことを確認

ヘッドキャップが緩み隙間が無いことを確認

ヘッドキャップ部のタービン用小ネジが付いているか確認

テストバーを装着し、抜けないことを確認

ヘッド部を下にして、低回転からゆっくり加速し４０秒間試運転

バキューム回路を洗浄（MD555フロークリーナー）　週２回

排水回路の洗浄（MD555フロークリーナー）　　　　　週２回

仕上げの水洗い（MD555フロークリーナー）　　　　　週２回

排水トラップとバキュームフィルターを水洗いして元に戻す

排水孔カバー、ゴミ受けを水洗いし、戻さずに保管する

MD550でスピットン（鉢）の内面を洗浄

スピットン（鉢）洗浄後に３分間放置し、水で洗い流す

バキューム回路を洗浄（バイオクリーン）

排水回路の洗浄（バイオクリーン）

テーブル裏面のNo-Back排気タンク（フィルター）を確認

チェアをリセットポジションにする

給水元コックと空気元コックをCLOSE

ドレンボタンまたはドレンコックで音が消えるまでエアー抜き

ユニットの電源スイッチをOFF

バキュームグリップと排唾グリップを外し水洗い

インスツルメントホースを、軽く拭き取り

フットコントローラを、軽く拭き取り

患者さま毎の拭き掃除で除去出来ていなかった汚れ等を清掃

ユニット周辺の床が水漏れ等で濡れて無いことを確認

機械室のコンプレッサーとバキューム等の電源をOFF
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 医療機器安全管理責任者 確認
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・異常のない場合は、「 」を記入する。
・異常のある場合は、「☓」を記入し、医療機器安全管理責任者に報告する。
・医療機器安全管理責任者は、点検者による点検が行われたことを確認する。

院長

確認⻭科⽤ユニットの⽇常点検票年 月


